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動
の
「
浪
人
壮
士
」
と
交
わ
り
な
が
ら
も
学
問
を
忘
れ
ぬ
姿
を
捉
え
、

漢
籍
か
ら
離
れ
西
洋
の
書
物
に
触
れ
る
な
か
で
「
人
生
と
思
想
を
決
定
し
た
瞬
間
」
を
捉
え
、

像
を
描
い
て
い
る
。

二
、
「
秋
川
沿
い
の
床
几
石
」
に
お
い
て
、
そ
こ
が
学
間
に
よ
る
自
己
形
成
の
「
場
」

で
を
一
四
つ

つ
い
て
は
、

は
じ
め
に

大
学
史
紀
要
第

27
号

【
研
究
ノ
ー
ト
】

、
一
勧
能
学
校
」
に
お
い
て
、
教
員
と
な
り
自
由
民
権
運

深
澤
権
八
家
私
設
図
書
館
」
に
お
い
て

人
物
編
』
に
簡
潔
に
人
物

利
光
鶴
松
は
、
自
由
民
権
運
動
の
洗
礼
を
受
け
な
が
ら
代
言
人
（
弁
護
士
）
と
な
り
、

の
ち
に
政
治
家
、 白
そ
し
て

で
の
成
長
過
程
に
つ
い
て
言
及
し
、
故
秋
谷
紀
男
氏
が
「
小
田
急
電
鉄
創
業
者
」
と
し
て
『
明
治
大
学
小
史

伸

し
て
明
治

利
光
鶴
松
略
年
表
|
|
明
治
法
律
学
校
初
期
卒
業
者
の
足
跡
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利
光
鶴
松
略
年
表
（
白
戸
）

一
一
の
時
期
に
は

年
後
に

の
よ
う
に

八

ヘ

し
て

そ
し

や
っ
て
、

ろ
う
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

活
の
安
定
を
得
る
こ
と
が
な
け
れ
ば

と
う
て

）
と
も
で
き
な
い
…
と
い

で 想
や
法
律
を
学
ぷ
こ
と
の
で

権
運
動
の

の
思

第
二
の
時
期
に
は
、
大
き
な
転
機
が
訪
れ
る
。
）

、、
-
T
I
7
/
 

の
加
波
山
事
件

‘
-
0
月

八
王
子
警
察
に
職
を
得
る
と
近
く
の
五
日
市

な
っ
て
い
る
。

で
い
る
。
目
指
す
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
長
続
き
し
て
お

第
で
あ
る
。

の
文
献
か
ら
み
え
て
く
る
利
光
の
足
跡
に
は
、

こ
の
略
年
表
作
成
の
た
め
に
参
照
し
た
の
は
、
上
記
の
叙
述
に
加
え
て

と
な
っ
た
こ
と
を
捉
え
、
四
‘
[
「
閑
光
院
」
の
裏
山
」
に
お
い
て
、
の
ち
の

i
ハ
阪
事
件
一

写
）
で
再
現
し
て
し

三
、
代
言
人
及
び
政
治
家
時
代
、

四
小
田
急
を
中
心
と
し
た
実
業
家
時
代
に
区
分
す
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。

の
前
史
に
関
し
て
は
、
元
来
向
学
心
の
強
い
少
年
だ
っ
た
が

の
よ
う
な
勧
能
学
校
で
も
、

の
文
献
を
、

の
ち
の

一
八
八
四
年
に
叔
父

一
、
東
京
に
至
る
ま
で
の
前
史
、

し
て
利
光

五

渡
邊
「
2
0
0
0
]
'

で、

へ
の
加
担
を
拒
絶
し
学
間
へ
の
邁
進
を
宣
言
し
た
場
面
を
描
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る。 人
々
を
持
っ
て
い
る
。
木
場
に
は
山
林
地
主
の
深
澤
権
八
と
繋
が
り
の
あ
る
材
木
商
が
お
り
、
当
時
三
多
靡
地
域
を
管
轄
し
て
い
た
神
奈

川
県
に
は
五
日
市
在
住
時
代
の
関
係
者
が
い
た
。
信
州
松
本
に
は
、
友
人
を
介
し
て
裁
判
で
協
力
し
合
う
有
力
弁
護
士
が
い
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
時
期
に
は
、
東
京
市
議
会
、

の
活
動
を
開
始
し
、
帝
国
議
会
開
設
に
向
け
た
民
権
各
派
の
大
同
団
結
運
動
、
大
井
憲
太
郎
に
よ
る
自
由
党
再
建
運
動
、

文
に
よ
る
立
憲
政
友
会
結
成
等
に
粕
力
的
に
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
星
亨
と
は
、
彼
の
駐
米
公
使
と
し
て
赴
任
の
際
に
は
、
彼
の
弁

ノ
本
職
ト
ナ
」

っ
た
。
「
日
本
第
一
ノ
政
治
家
タ
ラ
ン
」
こ
と
か
ら
、
「
世
界
屈
指
ノ
大
事
業
家
タ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
理
想
ト
ス
ル
」
よ
う
に
な

(
3
)
 

っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

利
光
は
、
帝
都
電
鉄
（
現
在
の
井
の
頭
線
）
・
京
王
電
気
軌
道
（
現
在
の
京
王
電
鉄
）
・
京
成
電
気
軌
道
（
現
在
の
京
成
電
鉄
）
の
創
業
に
関

与
し
、
小
田
原
急
行
鉄
道
(
-
九
二
＿
＿
一
年
創
立
）
及
び
蒐
怒
川
水
力
電
気
（
一
九
0
九
年
創
立
）
の
社
長
に
就
任
し
て
い
る
。
早
期
に
は
、

九
〇
六
年
の
三
社
合
同
に
よ
る
東
京
鉄
道
設
立
時
に
は
取
締
役
に
、
同
社
の
市
営
鉄
道
化
に
伴
う
泊
算
時
に
は
清
算
人
会
長
と
な
っ
て
い

る
。
小
田
急
の
鉄
道
敷
設
に
つ
い
て
は
、
短
期
間
で
線
路
敷
設
を
完
成
さ
せ
、
合
わ
せ
て
駅
周
辺
の
住
宅
・
別
壮
開
発
、
教
育
施
設
設

置
、
遊
園
地
開
発
、
箱
根
方
面
へ
の
観
光
客
増
大
の
た
め
の
連
帯
事
業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
利
用
者
数
拡
大
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
を
試
み
て
い
る
。
ま
た
、
郷
里
に
人
材
を
求
め
た
の
で
、
大
分
出
身
者
や
利
光
と
同
姓
の
従
業
員
も
あ
る
程
度
働
い
て
い
た
よ
う
で
あ

一
九
三

0
年
代
の
鉄
道
経
営
は
必
ず
し
も
順
調
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
起
死
回
生
策
と
し
て
中
国
で
の
金
鉱
開
発
に
参
加
す
る
が
、

「
政
治
上
ノ
大
望
ヲ
達
ス
ル
ノ
手
段
ト
シ
テ
事
業
二
関
係
」
し
た
が
、

一
九

0
1
―
年
以
降
は
「
手
段
ト
シ
テ
利
用
シ
タ
ル
事
業
ガ
却
テ
予

第
四
の
時
期
は
、

一
九
〇
一
年
星
予
刺
殺
、
翌
年
の
総
選
挙
不
出
馬
が
転
換
点
に
な
っ
て
い
る
。
利
光
は
、
自
ら
の
手
記
に
お
い
て

護
士
事
務
所
を
預
か
る
ま
で
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
る
。

大
学
史
紀
要
第
27
号

そ
し
て
衆
議
院
で
議
席
を
獲
得
し
て
、

か
つ
て
思
い
描
い
て
い
た
よ
う
に
政
治
家
と
し
て

さ
ら
に
伊
藤
博
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利
光
鶴
松
略
年
表
（
白
戸
）

よ,~ 

し
た
い

行
電
鉄
に
統
合
さ
れ
た
。
戦
後
、
東
條
内
閣
の
連
輸
大
臣
だ
っ
た
五
島
は
公
職
追
放
と
な
り
、

東
京
急
行
電
鉄
が
残
さ
れ
た

C

今
回
は
利
光
鶴
松
の
足
跡
を
略
年
表
の
形
で
示
し
た
が
、
弁
護
士
・
政
治
家
時
代
や
実
業
家
時
代
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
追
跡
調
査
が
必

的
で
ま
た
組
織
的
な
経
営
改
革
と
、
猛
烈
な
行
動
力
に
ピ
リ
ピ

だ に
よ
る
と
、

て、

の
取
締
役
に
迎
え
た
。
そ
し
て
、
鶴
松
が
引
退
を
宣
言
し
た
一
九
四
一

晩
年
の
利
光
鶴
松
は
、
戦
時
下
で
の
経
営
立
て
直
し
を
図
る
た

て
い
る
。

と
し

し、

一
九
四
八
年
に
は
東
京
急
行
電
鉄
も
解
体

そ
し
て
五
島
に
経
営
を
託
し
た
鶴
松
は
、
敗
戦
直
前

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
利
光
鶴
松
の
体
臭
の
強
い
個
人
会
社
的
な
運
営
に
慣
れ
て
い

の
合
理

い
た
よ
う

は
五
島
が
社
長
に
な
っ
て
い
る
。
『
小
田
急
五
十
年
史
』

い
た
小
林
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大
学
史
紀
要
第
27
号

1
8
7
5
 

1
8
7
5ー

7
8

小
学
校
へ
通
う

父
市
松
他
界

喝
鳴
社
憲
法
章
案

家
出
、
僻
学
者
日
出
町
帆
足
亮
吉
に
学
ぶ
、
小
学
校
助
教
員
と
な
る

千
葉
卓
三
郎
ら
「
五
日
市
憲
法
草
案
」
作
成
（
深
澤
家
史
料
）

大
阪
に
ま
で
行
き
、
引
き
返
し
て
豊
前
に
て
恒
遠
塾
に
入
塾
、

9
月
に
は
帰
宅

国
会
開
設
の
詔
勅
発
出

但
馬
（
兵
庫
県
）
の
池
田
清
渓
書
院
に
学
び
、
さ
ら
に
備
後
の
宇
都
宮
龍
山
塾
に
学
ぷ
（
伍
学
）

尾
道
の
宇
都
宮
塾
の
叔
父
利
光
品
吉
に
会
い
、
と
も
に
上
京
、
品
吉
は
八
王
子
警
察
に
就
職
、
他
後
に
五
日
市
分

署
に
転
属
、

12
月
1
8
6
.
4
西
多
摩
郡
五
日
市
町
在
住

五
日
市
勧
能
学
校
（
小
学
校
）
教
員
、
自
由
民
権
運
動
に
関
わ
る
（
当
地
の
自
由
党
員
・
富
農
深
澤
権
八
は
多
数

の
法
律
訳
書
を
保
持
、
自
由
に
読
書
容
認
）

利
光
に
よ
る
と
「
勧
能
学
校
は
公
立
小
学
校
な
れ
ど
も
、
実
際
は
全
国
浪
人
引
受
所
」

年
末
に
は
、

J
.
S
・
ミ
ル
「
自
由
之
理
」
、
ル
ソ
ー
「
民
約
論
」
や
ペ
ン
サ
ム
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
等
の
訳
書
を
読

破大
阪
事
件
（
大
井
憲
太
郎
ら
逮
捕
）

明
治
法
律
学
校
入
学

23
歳
て
代
言
人
試
験
に
首
位
合
格
、

12
神
田
猿
楽
町
て
事
務
所
開
業
、

権
発
生
）

50

大
同
団
結
運
動
，
自
由
党
再
聰
に
参
両
、
政
談
梱
説
に
奔
走

大
井
憲
太
郎
の
再
興
自
由
党
に
加
盟
、

1
8
6
3
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光
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松
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10 6 8 
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（
白
戸
）

ー

3
 

2
9
 

，
 

8
 

7
 

l
9
2
7
 

l2 10 l2 

可太橋
ヽ

50 

そ

（
資
本
金
3
8
0
0
万
円
）
、

33

．l

3
2
年
に

3
路
線
建
設
認
可
、
渋
谷
！
新



130 



利
光
鶴
松
略
年
表
（
白
戸
）

館
紀
要
編
集
部
会

0
一
九

•
利
光
鶴
松
の
近
代
1

原
点
と
し
て
の
武
蔵
五

ン

四
号
）

の
人
物
・

小
田
急
電
鉄
・
東
京
急
行
電
鉄
・

，
 

＊
参
照
文
献
」
『
利
光
鶴
松
翁
手
記
』
、
渡
邊
行
男
自
利
光
鶴
松
伝
』
、
『
小
田
急
五
卜
年
史
』

＊
表
の
「
伝
」
は
『
明
治
の
気
晋
利
光
鶴
松
伝
』
、

50
は
『
小
田
急
五
十
年
史
』
の
略
。

『
伝
記
叢
書
一

『
明
治
の
気
骨

に
」
（
明
治
大
学
史
資
料
セ

『
図
書
の
譜
ー
明
治
大
学
図
書
館
紀
要
ー
』

i

一
三
号
）

「
私
設
図
書
館
」
」
（
明
治
大
学
図
書

タ
ー

゜

渡
邊
行
男

利
光
鶴
松
伝
』

小
田
急
電
鉄
株
式
会
社
一
九
九
七

利
光
鶴
松
翁
手
記
小
田
急
電
鉄
株
式
会
社
編
』
大
空
社

小
田
急
電
鉄
株
式
会
社
社
史
編
集
事
務
局

『
小
田
急
五
十
年
史
』

小
田
急
電
鉄
株
式
会
社

参
考
文
献

七

くく

京
王
電
気
軌
道
を
合
併

50 事

小
田
急
電
鉄
株
式
会
社

項 ＜ 

『
大
学
史
紀
要
』

・
京
王
帝
都
電
鉄
へ

50
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(
3
)
 

(
4
)
 

(
2
)
 

注(
l
)
 

吉
田
悦
志
了
小
田
急
電
鉄
創
業
者
・
利
光
鶴
松
の
近
代
i

多
，
原
点
と
し
て
の
武
蔵
五
日
巾
深
澤
権
八
「
私
設
図
書
館
一
」
、
『
図
書
の
譜
』
第
二

i

二

号

二

0
一
九
年
。

利
光
が
明
治
法
律
学
校
を
選
ん
た
理
由
に
つ
い
て
、
吉
田
氏
は
利
光
の
読
書
歴
か
ら
ボ
ア
ゾ
ナ
ー
ド
こ
其
作
麟
祥
（
共
学
社
）

1
大
井
憲
太

郎
・
矢
代
操
・
岸
本
辰
雄
・
宮
城
浩
蔵
（
講
法
学
舎
）
岸
本
辰
雄
•
宮
城
浩
蔵
：
矢
代
操
（
明
治
法
律
学
校
）
と
い
う
繋
が
り
を
示
峻
し

て
い
る
。
興
味
深
い
指
摘
て
あ
る
が

r

さ
ら
に
裏
づ
け
を
追
及
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

利
光

[
1
9
5
7
]

参
照
。

小
田
急
電
鉄
株
式
会
社
社
史
編
集
事
務
局
〔
1
9
8
0
9
-

一
七

i-_―
七
三
頁
参
照
。
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